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類している（Claus Westermann, Theologie des Alten Testaments in Grundzügen. Göttingen: 
Vandenhoeck & Ruprecht, 1978）。すなわち、①力や業による創造、②生殖と誕生による創
造、③戦いによる創造、④言葉による創造、である。そして、旧約聖書においては（特に、創
1章のPの記事）、言葉による創造が特徴的である。
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遠い昔の日々のように。
ラハブを切り裂き、竜を貫いたのは
あなたではなかったか。
ここでは、闇の神に打ち勝ったのは（すなわち、天地を創造したのは）ヤハウェ
であることが強調されている。さらに第二イザヤは、光と闇、空、天体、地の
すべてを創造されたのはヤハウェである、と主張している（40:12，26，44:24，
45:7等）。第二イザヤは、ヤハウェによる創造に関して、実に多彩に表現する。
ヤハウェは、天と地を創造し（arBバーラー、40:26，28，42:5）、陶器師のよ
うに地を形づくり（rcyヤーツァル、45:18）、万物を造った（hf[アーサー、
44:24）。さらに具象的な表現がなされている。すなわち、ヤハウェは天を広げ（hjn
ナーター、40:22）、地を繰り広げ（[qrラーカア、42:5）、天の万象の名を呼び（arq
カーラア、40:26）、それらを数えて引き出した（aycwOhホーツィーア、40:26）。
45章7節では、可能な限りの表現がなされている。
光を造り（rcyヤーツァル）、闇を創造し（arBバーラー）
平和をもたらし（hf[アーサー）、災いを創造する（arBバーラー）者。
わたしが主、これらのことをする（hf[アーサー）ものである。
ここでは、ヤハウェは闇や災いをも創造し、その支配の及ばない所はどこもな
いと言われている。これは、ペルシャの宗教の二元論との対決が意図されてい
るかも知れない。ツィンマリは、第二イザヤにおける創造は、時間的な広がり
においても、歴史全体へと広がっている、と言う33。すなわち、ヤハウェは、地
の果て（40:28）、天体（40:26）、人間（45:12）を創造されただけでなく、過去の
イスラエルをも創造し（43:1）、また天から雨が注がれ植物が芽を出すのと同様に、
未来の救いも創造する、と（45:8）。
33 ヴァルター ・ツィンマリ、前掲書、349ページ。
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　第二イザヤにおいて、創造信仰は救済信仰と結びついている。その典型的な
箇所は、51章9-10節である。
奮い立て、奮い立て
力をまとえ、主の御腕よ。
奮い立て、代々とこしえに
遠い昔の日々のように。
ラハブを切り裂き、竜を貫いたのは
あなたではなかったか。
海を、大いなる淵の水を、干上がらせ
深い海の底に道を開いて
贖われた人々を通らせたのは
あなたではなかったか。
ここで、9節の「ラハブを切り裂き、竜を貫いた」というのは、前述のようにバ
ビロニア神話に基づいた戦いによる創造のことである。すなわち、天地を創造
したのはヤハウェである、ということである。そして10節の「海を、大いなる
淵の水を、干上がらせ、深い海の底に道を開いて、贖われた人々を通らせた」
というのは、エジプト脱出のことである。すなわち、イスラエルの民を救出し
たのはヤハウェである、ということである。すなわち、ヤハウェは天地の創造
者であり、かつイスラエルの救済者である、ということが主張されている。
　ゲルハルト・フォン・ラートは、第二イザヤにおいて創造信仰がそれだけで
はほとんど問題にされていない、と言う34。そしてそれは、この預言者がそのよ
うな箇所において世界創造についての叙述をいきなり中断し、神の歴史におけ
る力ある業について話を移行している点から明らかである、と言う（40:21以下、
44:24以下、45:12以下）。さらに彼は、第二イザヤにおける創造は、救済の言葉
34 ゲルハルト・フォン・ラ トー「旧約における創造信仰の神学的問題」、『旧約聖書の様式史
的研究』荒井章三訳、日本キリスト教団出版局、1969年、154ページ。
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に対する信仰を呼び起こすための救いの言葉を支えるものであり、救いの言葉
がさらに力強い信頼を受けるものとされるための立派な引き立て役なのである、
と言う35。「引き立て役」というのは、いささか誇張表現であるが、第二イザヤ
においては、創造を歴史行為と別の業とはみなしておらず、かつてイスラエル
の民をエジプトから脱出させ、今捕囚の民をバビロンから脱出させてエルサレ
ムに帰還させようとしている神は、天地万物の創造者である、ということが主
張されていることは確かである。前述のように、第二イザヤは、エジプトから
の脱出およびバビロンからの脱出などのヤハウェによる救出行為を「贖う（laG
ガーアル）」と表現するが（41:14，43:1，14，44:6，22，23，24，47:4，48:18，
20，49:7，26，51:10，52:3，9，54:5，8）、フォン・ラートは「創造する」と「贖
う」は第二イザヤの場合、完全に同義語である、と言う36。特に、イスラエルの
造り主と贖い主との結合が、救済の約束の中に出て来る（43:1，15，44:2，21，
24，54:5，45:11，51:13）。
あなたの贖い主
あなたを母の胎内に形づくられた方
主はこう言われる。
わたしは主、万物の造り主。
自ら天を延べ、独り地を踏み広げた。（44:24）
ここでヤハウェは、自己称賛の賛歌の形式において、万物の造り主であり同時
に歴史の支配者として、自己を紹介し、バビロンの占い師をくじき、ご自分の
僕たる預言者の言葉を成就させ、キュロスをご自分の意志の道具として、エル
サレムを再建させるであろう、と言われている（44:24-28）。
　さて第二イザヤは、ヤハウェが創造者であり救済者であるということを主張
したが、さらに神はヤハウェのみであるという唯一神信仰をも主張した。第二
35 同書、155ページ。
36 ゲルハルト・フォン・ラ トー『旧約聖書神学Ⅱ』、322ページ参照。
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イザヤは、捕囚の民がバビロンの神々に心を寄せるのに危機感を感じた。一方
彼は、偶像造りの実態を直に見ており、そのような壮麗と見える神々も人間の
手で造られた偶像に過ぎない、と主張した（44:9-20）。真の神はヤハウェのみで
あると主張し、ここに一神教が成立した37。
　ヤハウェのみを信じるという唯一神信仰は、かなり古い時代からあった。聖
書の記述によれば、イスラエルの民がエジプトを脱出した後に、シナイ山で契
約が結ばれたが、そのとき十戒が与えられた。その十戒において、エジプト脱
出と「ヤハウェのみを信ぜよ」との第一戒とが密接に関連づけられている（出
20:2-3。ホセ13:4参照）。ただし、第一戒には、「あなたには」という限定がつい
ており、他の神々の存在を否定するものではない。さしあたっては、他の民や
部族には他の神々が存在することを当然のこととし、契約を結んだ「イスラエ
ルの民」はヤハウェのみを崇拝せよという拝一神教（monolatry）であった。カ
ナンの地において諸部族の連合が結ばれた時もヤハウェのみを崇拝するという
契約が結ばれたが（ヨシュ24章、シケム契約）、これもイスラエルの諸部族に対
してであって、やはり拝一神教であった。王国時代になると、カナン人との融
和が図られ、イスラエルの宗教の実態は、国家的にもまた民間においても多神
教が一般となった。そのような中で、部族連合時代の伝承を受け継いだ預言者
たちを中心とするヤハウェ主義者たちは、「ヤハウェのみ運動（The Yahaweh 
alone Movement）」を展開した。王国分裂後、ヤロブアムによってダンとベテ
ルに作られた金の子牛の像に反対したレビ人もこの「ヤハウェのみ運動」を展
開したと思われる（王上12:31、出32:25-29参照）。この運動は、偶像崇拝が盛ん
に行われたオムリ王朝の時代にエリヤなどによって展開され（「バアルが神か、
ヤハウェが神か」王上18:21）、ヤハウェ主義の預言者集団によって後押しされた
イエフの革命を招き（王下9-10章）、またアモス、ホセアなどの記述預言者に受
け継がれていった。ホセア書6章5節の「預言者たち」というのは、この運動を担っ
た系列のことであろう。特にホセア自身は、「わたしのほかに、神を認めてはな
37 一神教については、拙稿「一神教」、関西学院大学キリスト教と文化研究センター編『キ
リスト教平和学事典』教文館、2009年、54-59ページ参照。
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らない」と言い（ホセ13:4）、ほとんど唯一神信仰と言っていい。ただ、彼も他
の神々の存在は認めていたようであり、なお拝一神教の域を脱したとは言えな
いであろう。このヤハウェのみ運動の中からヨシヤの宗教改革のきっかけとなっ
た「律法の書」も形成されたと思われる（王下22:8）。これは申命記の中心部分
と考えられているが、「我らの神ヤハウェは唯一の主である」（申6:4）というの
が最も中心的な主張である。ただここでも、「我らの神」としてのヤハウェの単
一性を主張するもので、なお狭義の意味での唯一神信仰には至っていない。「ヤ
ハウェのみ運動」を担った預言者たちの神は、一方においてイスラエルという
特定民族との結びつきを既に越えており、他の民族（アッシリアやバビロニア）
や外国の使者（ネブカドレツァルなど）を用いて裁くこともできるという点で、
もはやイスラエルの民族神ではなく、他方においてその意志の実現のために他
の民族を道具として自在に操ることができるという点で、既に世界神としての
普遍性を具備している。
　狭義の意味での一神教が確立したのは、バビロン捕囚期の預言者第二イザヤ
においてである38。十戒においては、またエリヤ、ホセア、申命記の場合も、い
ろんな神々の存在を認めながら、イスラエルの民が神とすべきはヤハウェであ
るという拝一神信仰であったが、第二イザヤにおいては、そもそも神はヤハウェ
のみであって、神々とされているのは人間の手で作った偶像に過ぎず神ではな
い（44:19-20,41:6-7,44:9-17）、ということが主張されており、厳密な意味での唯一
神信仰である。第二イザヤは、「わたしは・・・である」という神の自己紹介定
式を用いて、この唯一神信仰を表明している。
イスラエルの王である主／イスラエルを贖う万軍の主は、こう言われる。
わたしは初めであり、終わりである。わたしをおいて神はない。（44:6）
38 山我哲雄「旧約聖書の宗教はいかなる意味で一神教的であったのか？」、『旧約学研究』
第3号、2006年、33-57ペ ジー；関根清三『旧約聖書と哲学——現代の問いのなかの一神教』（岩
波書店、2008年）の第3章「旧約的一神教の再構築——旧約学と哲学との対話から」、特に
77-88ページ；月本昭男「古代イスラエル一神教をめぐって」、『旧約学研究』第3号、2006年、
58-79ページ参照。
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神である方、天を創造し、地を形づくり／造り上げて、固く据えられた方
／混沌として創造されたのではなく／人の住む所として形づくられた方／
主は、こう言われる。わたしが主、ほかにはいない。（45:18）
意見を交わし、それを述べ、示せ。だれがこのことを昔から知らせ／以前
から述べていたかを。それは主であるわたしではないか。わたしをおいて
神はない。正しい神、救いを与える神は／わたしのほかにはない。（45:21）
思い起こせ、初めからのことを。わたしは神、ほかにはいない。わたしは
神であり、わたしのような者はいない。（46:9）
　　
そして第二イザヤは、ヤハウェが真の神である証明は、その生きて働く言葉に
ある、と言う（41:26-29,44:25-26）。そして、イスラエルの民には、このヤハウェ
のみが神であるということの「証人」としての使命がある、と言う（43:10,12,44:8）。
結び
　第二イザヤは、捕囚前の「ヤハウェのみ運動」を展開したヤハウェ主義者（特に、
レビ人、エリヤ、ホセア、申命記の伝承を担ったグループなど）の伝承を受け
継いだ者と考えられる。彼が詩編の定式によく通じていたことから、彼自身が
レビ人であった可能性も考えられる。そして、捕囚前の預言者たちや申命記史
家の主張39、すなわちエルサレムが滅亡し、バビロン捕囚となったのはイスラエ
ルの民の罪（特に偶像崇拝）に対する裁きであるという主張を強く受け止めた。
しかし、召命の時に天の会議におけるその咎が償われたという声を聞き、捕囚
の民に解放を告知すると共に、偶像崇拝の危機に直面していた捕囚の民にヤハウェ
のみが真の神であることを主張した。すなわち、第二イザヤは捕囚前のヤハウェ
主義者たちの主張をさらに推し進めて、究極のヤハウェ主義（唯一神信仰）を
確立した、ということが言える。
39 申命記史家は、国家滅亡の原因を偶像崇拝と主張する（王下17:7参照）。
